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平成２６年２月１５日（土）午後１時３０分～ 

津城跡現地説明会資料

調査原因：三交不動産株式会社本社ビル新築工事  

所 在 地：津市丸之内２４９番地３ほか            調査主体：津市教育委員会 

調査期間：平成２６年１月２７日～２月１５日（予定）     調査面積：約１５０㎡  

１．はじめに 

津城跡は、安濃川下流の標高２ｍ前後の沖積地に位置し、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の弟信
のぶ

包
かね

により安

濃津城として天正８年（1580）頃には築城されたといわれています。その後、城主とな

った冨田氏に代わって入府した藤堂
とうどう

高虎
たかとら

は、慶長 16 年（1611）から津城の大改修に取り

掛かり、東之丸・西之丸を設け内堀を拡張し、二之丸や外堀を整備し、更に安濃川・岩

田川を自然の要害として巧みに利用しました。同時に城の北から西側を武家屋敷地とし、

海岸寄りを通る伊勢街道を城の東に引き入れるなど城下町の整備も行っていました。 

 江戸時代を通じて藤堂家は国替えもなく、比較的安定した藩統治を続けており、城内

の利用形態は時期によって変わるものの、城地に大きな変化は認められません。 

明治時代に入って櫓などは取り払われ、内堀・外堀も次第に埋め立てられるなど、か

つての城内も次第に新たな土地利用が進んでいきました。戦後は広大な本丸南の内堀も

埋め立てられ、現在は本丸と西之丸がお城公園として、その周囲に内堀の一部が残って

います。 

２．調査の結果 

 事業地が津城跡外堀の南東部にあたることから（図１）、建物建築によって現状保存が

できない部分を対象に発掘調査実施したところ、外堀の他、岩田川との間に設けられた

堤の基礎部が確認されました。 

（１）堤

調査の結果、南端の堀底近くから横木とそれを固定する木杭が確認されました。横木

は直径 15 ㎝程の自然木で、総延長 16ｍ以上にわたってほぼ水平に置かれ、その真下や

外側に木杭を打ち込んで固定しています。木杭の一部には、樹皮のようなもので横木を

縛って固定しているものもありました。 
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これらは、その場所から外堀と岩田側の間に築かれた堤の基底部、土留めなどの基礎

工事の一部と考えられます。堤は江戸時代の城下絵図にも描かれており、寛文 11 年

(1671)年に堤に松が植えられ、幕末の嘉永期（1848～1853）の城下絵図（図２）には、

松並木として描かれています。現在、堤はその大部分が現在の国道 163 号とほぼ重複し

ています。 

堤付近の外堀は昭和初期まで一部が残り、鰡堀と呼ばれていましたので、今回確認さ

れた横木なども後世の改修に伴う可能性もありますが、築提に関わる土木技術を知るこ

とのできる貴重な資料です。 

（２）外 堀 

外堀は後世に撹乱された部分が多く、詳しい状況は分かりませんが、堀底が現地表面

から約 2.8ｍの下で確認されました（標高は海抜－0.6ｍ）。堀底付近には瓦などを含む

層があり、堀として機能していた頃の堆積層と考えられます。 

これより上層からは、一気に埋め立てられた様子が見て取れます。鰡堀は、昭和初期

の地図（図３ 昭和２年）を最後に姿を消すので、その頃のものと考えられます。 

外堀から出土した遺物は少なく、コンテナケースで約 10 箱、瓦のほかには陶磁器が中

心ですが、古墳時代の土師器（高杯）などもわずかですが出土しています。 

まとめ 

今回の調査で確認された堤は、岩田川と外堀を分けるとともに、江戸時代には伊勢街

道沿いの町屋と西側の武家屋敷地を結ぶ重要な通路でもあり、現在もなお主要な道路と

して利用され続けています。 

堤基礎部の詳細な構造は、その多くが現道の下にあることあることから、明らかでは

ありませんが、今回の調査では築提に関する土木技術を考える上で貴重な資料を得るこ

とができました。 
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図１ 調査区位置図（三重県教育委員会『三重県の近世城郭』を一部改変） 
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調査区位置図 

図３ 昭和初期の鰡掘（昭和２年） 
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図２ 松並木のある堤（嘉永期城下絵図） 
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横木・木杭 
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調査区位置図 

図４ 昭和初期の鰡掘（昭和２年） 
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図３ 松並木のある堤（嘉永期城下絵図） 
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横木と木杭 

横木と木杭を固定する樹皮 
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